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高森東小学校の全校児童43人は、「EDELWEISS」 (エー

デルワイス)や「COUNTRY ROAD」 (カ ントリーロード)

などの横文字にも挑戦。

草部南部小学校リコーダークラブの16人は「鳥の歌」を演奏。

11月 1日 、高森小学校体育館で、阿蘇南部小学校
連合音楽会が開かれました。

これは、南阿蘇 6か町村各小学校の音楽発表の

場を設けようと毎年開かれているもので、本町の
5つの小学校を含む13校が参加。
生徒たちは日ごろ音楽の授業等を通して練習し

てきた成果を発表しました。
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新年ので
地方自治展開への一歩

新年明けましておめでとうございます。

平成15年 の幕開けにあたり、謹んで新春のご

挨拶を申し上げます。

昨年を顧みますと、町村を取 り巻く環境は、

かつてないほど厳しい状況にあります。市町村
合併が半ば強制的ともいえる形で進められており、

また、関係各方面では、小規模町村の権限を制限・

縮小したり、果てはその存在さえも否定するよ

うな議論まで行われております。
さらに、町村財政が、税収の落ち込み等で厳

しさを増している中で、税源移譲が明示されな
い国庫補助負担金の見直し論や地方交付税の財
源保障機能の見直し論もでており、まさに今、

町村自治は存亡の危機にあると言わざるを得ま
せん。

このような状況のなか、本町におきましては、

南阿蘇 5か町村の合併の枠組みから外れ、今後
のまちづくりをどう進めるか大きな課題を背負
うことになりました。

議会といたしましては、諸課題を行政当局と

強力な連携のもとに「新たなる地方自治展開」
に向け、町民の皆様の信頼と期待に応えられる

よう議員一同最大限の努力を傾けてまいる覚悟
でございます。

どうか本年も、相変わらずのご支援 。ご協力
を賜りますよう心からお願い申し上げまして新

年のご挨拶といたします。

高森町議会議長 児 玉 國 廣

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課

新年明けましておめでとうございます。

皆様方には、輝かしい新年を迎えられたこ

ととお慶び申し上げます。

昨年を振 り返 りますと、長引く経済不況下
にあって、牛海綿状脳症による影響が続 く中、

北朝鮮による日本人拉致事件など暗い話題が

先行した 1年でありました。
しかし、 日本人がノーベル賞同時受賞を果

たしたことは、暗い世相にあって、ようや く

明るい日差 しが差し込んできたという想いで

ありました。

さて、私事ではございますが、3期 12年に亘
りまして皆様のご支援を頂き 「住民自治は住
んでいる人々の声を聴き、それを町政に活か

す ことだ。」と信じて取 り組んで参 りましたが、

健康上のことを思慮し、今期をもって引退す
ることといたしました。

現在の行政を取 り巻 く情勢は益々厳 しさを

増 しています。加えて町の将来を左右する合

併問題は新たな局面を迎えています。
このような時期ではございますが、皆様の

明るい笑顔を創ることが私に課せ られた最大
の使命として、残された任期を精一杯行政課
題に取 り組んで参りたいと存じます。

最後にな りましたが、皆様か ら頂きました
ご支援に深 く感謝申し上げますとともに、皆
様のご健康 とご多幸を祈念 し、年頭のご挨拶
といたします。

高森町長 今 村 博 信

らい さつ
笑 顔 創 造
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勿り千し夫根づくり体`瞼

11月 20日 、休暇村南阿蘇で、切 り干し大根づくりの実演・体験会が開かれ

ました。

これは、失われつつある伝統を継承し地域活性化に役立てようと、九州ハ

イラン ド活性化協議会 と九州ハイラン ド観

光ガイ ド・インス トラクター協会が主催 し

て行われたものです。

講師を務めたのは、上色見・洗川地区の

後藤京子さん、本田澄子さん、後藤礼子さ

ん、後藤郁子さんの 4人。参加 した町内の

主婦や観光客は、 4人の見事な包丁さばき

に見 とれながら、自らも挑戦。講師陣の丁

寧な指導で、りっぱな切 り干 し大根ができ

あがりました。
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1.水 と緑と土の |こ あい、いつぱいの住みよい町 |こ します。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切 |こ し、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町 |こ します。

5.スポーツに親しみ、′b身をきたえ健全な町にします。

〒869‐160態本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 ■Lの 67‐62‐ 1111「AXの 67‐62‐ 1171
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住
民
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本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

■
と
　
き
　
１
月
１８
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
１
月
２４
Ｈ

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

l目
コ隧

内
外
か
り

「
日
本
三
大
下
り
宮
」
の

一
つ

と
い
わ
れ
る
草
部
吉
見
神
社
で
１１

月
２０
日
、
日
本
の
ジ
ャ
ズ
界
を
代

表
す
る

「鈴
木
良
雄
＆
Ｂ

ａ
ｓ
ｓ

Ｔ

ａ
ｌ
ｋ
」
の
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
草
部
地
区
の
住
民
約

３０
人
で
結
成
す
る

「草
部
を
愛
す

る
仲
間
た
ち
」
（後
藤
幸
光
代
表
）

が
、
「
日
本
三
大
下
り
宮
や
夜
神

楽
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
食
べ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
最
高
の
音
楽

を
聴
い
て
も
ら
お
う
」
と
企
画
し

て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

午
後
７
時
の
開
演
前
に
は
す

っ

●

心

配

ご

と

相

談

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

高
森

・
色
見
地
区
　
一

■
と

き
　
１
月
Ｈ
Ｈ

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

‐‐‐野
現
地
区

■
と

き
　
１
月
１６
日

（本
）

午

‐――１
ｌｏ
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

〓
証
地
区
一

■
と

き
　
１
月
１７
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

か
り
暗
や
み
に
包
ま
れ
、
鳥
居

か
ら
社

へ
下
る
１
３
０
段
の
階
段

は
、
七
谷
亜
紀
彦
さ
ん

（永
野
原
）

に
よ
る
竹
を
使

つ
た
光
の
ア
ー
ト

に
照
ら
し
出
さ
れ
、
樹
齢
千
年
と

伝
え
ら
れ
る
ご
神
本
や
社
も
見
事

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

気
温
５
度
と
い
う
寒
さ
の
中
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
５
０
０
人

の
聴
衆
は
、
防
寒
着
に
身
を
包
み

田
楽
や
地
酒
を
味
わ
い
な
が
ら
思

い
思
い
に
体
を
揺
ら
し
、
夜
の
境

内
に
演
奏
と
拍
手
、
歓
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
へ
水
を
届
け
る
の
が

私
の
使
命

本
町
の
”
水
道

の
歴
史
と
と

も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
“と
言

っ

て
も
過
言
で
は
な
い
渡
邊
義
利

さ
ん
が
、
多
年
に
わ
た
る
水
道

業
務
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら

れ
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
３５
年
に
町
の
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
た
渡
邊
さ
ん
は
、
以
来

町
全
体
の
水
道
施
設
管
理
者
と
し

て
、
定
年
退
職
の
平
成
６
年
ま
で

の
３４
年
間
と
、
退
職
後
も
引
き
続

き
水
道
施
設
管
理
人
と
し
て
委
嘱

を
受
け
、
現
在
も
本
町
の
水
道
業

務
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
日
ご
ろ
何
気
な
く

使

っ
て
い
る
水
。
し
か
し
、
生
活

す
る
上
で
も

つ
と
も
大
切
な
水
。

そ
ん
な
水
を
私
た
ち
に
届
け
る

た
め
、
施
設
の
故
障
や
給
配
水
管

の
破
損

の
際
に
は
休
日
深
夜
を

い
と
わ
ず
、
早
急
な
対
応
措
置
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
邊
さ
ん
は

「
こ
ん
な
賞
が

受
賞
で
き
た
の
も
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
改
め
て
水
道
事
業

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
も
体
力
の
続
く
限
り
で
き

る
だ
け
町
の
た
め
に
貢
献
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

高

森

町

奨

学

生

募

集

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
、
保
護
者
が
高
森
町
に
居

住
す
る

「高
校
生
」
及
び

「大
学

生
」
を
対
象
に
、
奨
学
資
金
貸
し

付
け
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
希
望

者
は
、
３
月
２５
口
ま
で
に
中
請
書

を
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
教
育
委
員
会
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診
療
は
午
前

９
時
か
ら

午
後

５
時
ま
で

１
月
１２
日

後

藤

医

院

ｅ

６

７

１

０

０

１

９

Ｔ

１
月
１３
日

立

野

病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

１
月
１９
日

立

野

病

院

ｃ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

１
月
２６
日

藤

本

医

院

ｅ

６

７

１

０

０

２

０

Ｔ

２
月
２
日

平

田

医

院

ｅ

６

２

１

０

２

１

６

Ｔ

２
月
９
日

馬
原
内
科
医
院

ｏ

６

２

１

０

６

４

６

Ｔ

２
月
Ｈ
日

立

野

病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

も

し

も

し

健

康

情

報

熊
本
県
保
険
医
協
会
に
よ
る

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
１
月

の
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
月
　
乳
幼
児
に
熱
が
出
た
時
に

は
？

■
火
　
骨
粗
髪
症
の
正
し
い
知
識

■
水
　
こ
む
ら
が
え
り

（か
ら
す

ま
が
り
）

■
木
　
国
の
中
の
細
菌
の
恐
い
話

■
金
　
寒
冷
じ
ん
ま
し
ん

■
土

。
日
　
性
交
時
の
痛
み
に
つ

い
て

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ｈ
０
９
６
‐
３
８
５
‐
３
３
０
０

水
道
の
普
及
発
展
に
尽
力

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

渡
邊
義
利
さ
ん

（高
森

・
冬
野
）

高森 トンネルポンプ場で機械を点検する
渡追さん

入 札 結 果 (5百万円以上)

(15) 温泉館休館日 1月 15日 (水 )、 2月 19日 (水 ) (2)

罰献
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■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>都徳一 住吉平男

工藤シメ子

<一般寄付>高森ライオンズクラブ

<広報送料寄付>
村上 俊次 (長崎県佐世保市)

中尾 幸雄 (兵庫県高砂市)

加末喜代恵 (ガーナ共和国)

野尻 逸司 (熊本市御領 )

おめでた・おくやみ

2002年 11月 受付分   (敬 称略 )

(住 所 )(死 亡者 )

野尻。井上本田 耕二

上色見,東 中原除田 明石

矢津田・高尾野佐野 廣

永野原t大 仲野佐藤  正

永野原・永野原甲斐スエ子

野尻。川上 都  和徳

色見・山鳥 工藤  ミヤ

お くや み
も う しあ げ ます

人
口
の
動
き

11月 末日現在 (前月との比較)

世帯数 2,646(+1)
男  3,686(△ 8)

女  4,011(△ 4)

総 数 7,697(△ 12)

善 責 の 灯

燒

た ._.‐あ りが とうござい ま し

(敬称略)

父

母

父

母

父

母

男
　
　
女

　

男

一
佳

春

子

成
美

津

淳

由

靖
美

俊

明

(年齢)(御遺族 )

47本田 優子

79除 田 和明

84佐野 廣美

48佐藤 光國

69甲 斐 廣海

39 都  徳一

90工藤シメ子

荒牧 晟優 ちゃん

(高森・旭通)11.9生

甲斐 しず くちゃん

(菅山'戸の下)11.15生
しゅんや

土居 俊弥 ちゃん

(高森・下町)11.15生

請 負 者工  事  名 工 期 契約金額 (円 )

12.4
へ′3.25

5,355,000 |1対 福永測量設計下町 。湧水館線外
測量設計業務委託

御矢村線道路改良舗装工事 12.6
～ 3.28

12,600,000 開草村道路建設工業

同後藤建設大村・前原線道路拡幅工事(1工区)
12.5
^ウ 3.20

7,255,500

色見環状線道路拡幅工事 12.6
～ 3.10

5,145,000 同興椙建設

_、 、之_、 _,
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お知らせのページ



・み
な
た‐―む
通
信
制
高
校
で
　
・

●
一　
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
一

●
●
一一一●
一　

　

一
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●

中
学
校
卒
業
以
上
で
学
習
意
欲

の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
年
齢

・
学

力

・
国
籍
等
の
制
限
は
な
く
、
３

年
間
で
卒
業
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
２
年
、
３
年

へ
の
転
入
。

編
入
も
で
き
ま
す
。

■
学
習
は
次
の
よ
う
に
し
て
進
め

ら
れ
ま
す
。

①
衛
星
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を

聴
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
。

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
添
削

指
導
を
受
け
る
。

③
月
平
均
２
回
登
校
し
、
授
業

を
受
け
る
。

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
る
。

■
願
書
受
付
期
間

３
月
４
日
（火
）
～
３
月
２７
日
（木
）

■
問
い
合
わ
せ
は

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

熊

本
校

　
一Ｔ
８
６
２
‐
０
９
７
０

熊
本

市
渡
鹿

９
丁
目

１
の
１

■
０
９
６
‐
３
８
３

‐
７
３
３
０

「
国
の
教
育

ロ
ー

ン
」
の

ご
案
内

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
な
ど
の
入
学

・
在
学
資
金

に
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
の

「国

の
教
育

ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
は
、
低

利
の
う
え
手
続
き
も
簡
単
な
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
３
２
０
万
人
を

超
え
る
方
々
に
利
用
さ
れ
て
き
た

融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
限
度
額
　
学
生

。
生
徒
お

一
人
に
つ
き
　
２
０
０
万
円
以
内

■
返
済
期
間
　
１０
年
以
内

（在
学

期
間
内
で
の
元
金
据
置
可
能
）

■
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返

済

（ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
も
可
能
）

■
融
資
利
率
　
年
１
・
６
％
　
（平

成
１４
年
Ｈ
月
Ｈ
日
現
在
）

■
お
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
熊
本
支
店

Ｌ
０
９
６

‐
３
５
３

‐
６
１
２
１

（国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は

「
国

の
教
育

ロ
ー
ン
」
の
ほ
か
、
事
業

資
金
の
融
資
や
恩
給

・
共
済
年
金

担
保
貸
付
な
ど
各
種

の
融
資
を

行

っ
て
い
ま
す
）

産
業
開
発
青
年
隊隊

員
募
集

平
成
１５
年
度
隊
員
の
二
次
募
集

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
ま
た

は
居
住
し
よ
う
と
す
る
１８
歳
以
上
２５

歳
未
満
の
独
身
者
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
、
心
身
が

健
全
で
所
定
の
教
育
訓
練
に
耐
え
得

る
者
、
全
寮
制
に
よ
る
規
則
正
し
い

共
同
生
活
に
耐
え
得
る
者
。

■
募
集
人
員
　
１５
名
程
度

（女
子

を
含
む
）

■
募
集
期
間
　
平
成
１５
年
１
月
２０

日
（月
）
か
ら
２
月
７
日
（金
）
ま
で

■
試
験
期
日
　
平
成
１５
年
２
月
１４

日
（金
）

■
試
験
の
場
所
　
（財
）
熊
本
県
建

設
技
術
セ
ン
タ
ー
（下
益
城
郡
城

南
町
舞
原
東
１
９
４
）

■
試
験
科
目
　
学
科
試
験

（数
学
、

国
語
、
作
文
）
、
面
接
試
験

■
申
し
込
み
先

〒
８
６
１

‐
４
２
１
５
　
下
益
城

郡
城
南
町
大
字
沈
目
１
６
６
７

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

■
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

ｈ
０
９
６
４
‐
２
８
‐
６
６
１
１

熊
本
県
土
木
部
監
理
課

ｈ
０
９
６

‐
３
８
３

‥
１
１
１
１

（内
線
６
０
２
３
）

音
響
担
当
は
奥
阿
蘇
ウ
ィ
ン
グ
ス
の
岡
本
欽

也
さ
ん
。
リ
ハ
ー
サ
ル
と
は
違
う
音
の
感
覚

に
本
番
で
は
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

贖珈蘇
③

コンサー トに先立ち夜神楽が披露されました

男子ダブルス優勝の上田選手(右 )と 川平選手

女子優勝の蓑田選手と北野選手

気温 5度の寒さの中、県内外から500人がジャズとふるさとの味を楽しむ

鈴木良雄 &BaSS Talkの 皆さんもふるさとの味を堪能

田楽やだご汁、かっぱ酒などもあり、
お客さんには好評でした

「し
め
縄
」
も
完
威

い
よ
い
よ
年
の
瀬
を
迎
え
た

１２
月
２０
日
、
地
元
の
老
人
ク
ラ

ブ

「福
寿
会
」
の
皆
さ
ん
が
、

草
部
吉
見
神
社

の

「
し
め
縄
」

作
り
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
が

毎
年
行

っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
、
こ
の
日
は
午
前
８

時
半
か
ら
約
３
時
間
半
か
け
て

立
派
な

「し
め
縄
」
が
出
来
上

が
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 ●   ●

●   ●

'~6や
い、たす/チあ″ヽゴ″≠

水戸黄門でおな じみの、「うっか り人兵衛」 こ

と高橋元 太郎 さんの計演が行われます。

日時 平成 15年 1月 30日 (本)午後 2時開会

場所 長陽村温泉センター「ウィナス」

演題 “うつか り八兵衛"の人生 ドラマ

人生は出会い、ふれあい、支え合い (予定 )

社
塗
哺
祉
満
磯
途
だ
感
つ

募
金

へ
の
ご
協

力

あ
り

が
と

う

ご
ざ

い
ま
し
た

歌
川
二
三
子
歌
謡
シ
ョ
ー
が
、

Ｈ
月
２４
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ョ
ー
の
後
に
、
お
客
様
か

ら
の
募
金
と
し
て
６
万
５
２
１
１

円
を
高
森
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、
協
会

の
運
営
資
金
と
し
て
障
害
者
福
祉

の
た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

世
界
を
め
ざ
し
本
町
で
勲
戦

南
阿
蘇
高
森
オ
ー
プ

ン
テ

ニ
ス
２
０
０
２

男
子
ダ
ブ

ル
ス
で
上
田
篤
選
手

（東
稜
高
出
）
が
優
勝

・　
　
１２
月
７
日
か
ら
１３
日
の
間
、
高
　
で
法
政
大
学
の
上
田
篤
選
手
が
中

森
町
民
体
育
館
と
体
暇
村
南
阿
蘇
　
央
大
学
の
川
平
麗
貴
選
手
と
ペ
ア

・
を
会
場
に
、
南
阿
蘇
高
森
オ
ー
プ
　
を
組
み
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
見
事

ン
テ
ニ
ス
２
０
０
２
が
開
催
さ
れ
　
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

一
　

レ
焦

　

ン

こ́

○

．
モ

コ
〔̈

大
会
は
、　
日
本
テ
ニ
ス
」協
　
一一
仄
＾
一
驚
一． 未
一
優
勝
≡
０
み
ぶ
一軒
）

一
会
の
公
認
ポ
イ
ン
ト
が
獲
得
で
き
　
◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

る
大
会
で
、
全
国
に
、
ひ
い
て
は
　
　
権
享
胎

（柳
川
高
校
）

・
世
界
に
羽
ば
た
こ
う
Ｌ
す
る
若
い
　

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

選
手
の
登
竜
門
と
な
る
大
会
で
す
ｏ
　
　
上
田
篤

（法
政
大
学
）

大
会
に
は
、
県
内

。
九
州
は
も
　
　
川
平
麗
貴

（中
央
大
学
）

ち
ろ
ん
、
関
西
や
関
東
か
ら
も
男

　
◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
合
わ
せ
て
２
０
０
人
が
出
場
し
、
　
　
柚
木
崎
み
ど
り

（柳
川
高
校
）

大
会
期
間
中
レ
ベ
ル
の
高
い
真
剣
　
◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

・
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
蓑
田
舞

（テ
ニ
ス
シ
ョ
ッ
プ
か
わ
の
）

本
県
か
ら
は
、
東
稜
高
校
出
身
　
　
北
野
美
穂
子

（ル
ネ
サ
ン
ス
大
分
）

五
ェ

でま寺らユ
河″時Ｏ

υ

月ワ
ー

／
／

９
４水反

υ

／

／
ｏ
乙月７

１
０
乙

／
／水ｒ

Э

／

／［
口払支の場役(3)

野球少年 集まれ J

現在、阿蘇郡内で少年野球活動が盛んになっ

ています。本町でも、小学生を対象とした少年

野球チームを創設しましたので、野球をやって

みたいと思 う人、どんどん参加してください。

対 象 者 小学校 3年生か ら5年生まで

練 習 日 毎週土・日曜 日午前 10時か ら

練習場所 高森小学校運動場

随時受け付 けます

連絡先 小林 正一 ■L62-0311

仁 田水俊一 ■L62-1732

(予定 )

お知らせのページ
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保
育
園
の
Ａ
園
受
付
は
じ
め
ま
す

町
で
は
平
成

１５
年

４
月
か
ら
の
保
育
園

の

入
園
申
込
受
付
を
行
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
入
園
基
準
を
確
認
の
う
え
手
続
き

を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

お
受
け
取
り
の
上
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
込
み
当
日
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
下
記
日
程
で
入
所
申
し

込
み
が
で
き
な
か
つ
た
方
は
、
１

月
３１
日
ま
で
役
場
保
健
福
祉
課
で

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

色
見
保
育
園
の
年
長
さ
ん
が
梅
香
苑
を

訪
問
し
踊
り
を
披
露

（１２
月
１２
日
）

楳
盲
圃

こ
は
…

保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
た

り
、
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
等
の

理
由
で
、
家
庭
内
で
の
保
育
が
十

分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
保
育
園
は
こ
の
よ

う
な
家
庭
に
お
い
て
、
保
育
が
で

き
な
い
児
童
を
保
護
者
に
か
わ
っ

て
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

児
童
福
祉
施
設
で
す
。

瀑
発
し
て
　
研
究
室
に
救
怠
車

お

こ
な
え
ん
　
大
型
店
が

つ
ぶ
薇
ゆ
く

こ
そ
ば

い
か
　
作

っ
た
様
な
一及
め
言
葉

入
園
申
込
方
法

①
入
園
申
込
書

児
童

一
人
に
対
し
１
枚
必
要

②
家
庭
内
状
況
申
告
票

こ
の
書
類
は
各
ご
家
庭
の
家
族

全
員
に

つ
い
て

「働
い
て
い
る
」

「心
身
に
障
害
が
あ
る
」
「心
身
に

障
害
が
あ
る
者
の
介
護

・
看
護
を

し
て
い
る
」
な
ど
の
理
由
で
、
入

園
申
込
を
行
う
児
童
を
日
中
に
面

倒
を
み
る
者
が
誰
も
居
ら
ず
、
家

庭
内

で
の
保
育
が
困
難
で
あ
る

（保
育
に
欠
け
る
）
と
い
う
こ
と
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

し
た
が

つ
て
こ
の
書
類
に
各
種

の
証
明
を
受
け
た
り
、
証
明
書
の

写
し
を
貼
付
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

入
園
申
込
書

・
家
庭
内
状
況
申

告
票
の
用
紙
類
は
、
役
場
保
健
福

祉
課
窓
口
・
各
出
張
所

。
各
保
育

園
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
事
前
に

入
園
の
基
準

児
童
の
父
母
や
同
居
の
世
帯
員

が
、
仕
事
や
病
人
の
看
護
及
び
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
内
で

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
の

み
入
園
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

入
園
申
込
や
保
育
行
政
な
ど
に
つ

い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

保
健
福
祉
課
　
福
祉
係
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
２
）

●

本
町
チ
ー
ム
総
含
８
位

第
２５
回
　
町
村
対
抗

阿
蘇
山

一
周
駅
伝

井
上
孝
史
君
　
後
半
７
区
　
区
間
賞

Ｈ
月
２４
日
、
本
町
役
場
を
発
着
点
と
し
て
阿
蘇
五
岳
を

一
周
す

る
、
阿
蘇
郡
町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１８
区
間

７０

ｏ
８
ｋｍ
の
コ
ー
ス
を
、
各
町
村
選
り
す
ぐ
り
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

本
町
チ
ー
ム
は
、
後
半
７
区
大
戸
の
日
か
ら
洗
川
中
継
所
ま
で
の
下
り

区
間
で
、
高
森
中
学
校
２
年
の
井
上
孝
史
選
手

（上
色
見

。
大
村
）
が
区

間
賞
を
と
る
力
走
を
見
せ
た
も
の
の
、
昨
年
の
総
合
５
位
か
ら
順
位
を
３

つ
下
げ
、
総
合
８
位

（前
半
１０
位
、
後
半
７
位
）
と
い
う
結
果
で
し
た
。

な
お
、
終
始
安
定
し
た
走
り
で
前
半
後
半
と
も
に
制
し
た
小
国
町

が
、
２
年
連
続
４
度
目
の
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

◆
優
勝
　
小
国
町

４
時
間
６
分

０２
秒

（前
半
優
勝

・
後
半
優
勝
）

◆
準
優
勝
　
白
水
村

４
時
間
８

分
１３
秒

（前
半
３
位
・後
半
２
位
）

◆
８
位
　
高
森
町

４
時
間
３４
分

１７
秒

（前
半
１０
位

・
後
半
７
位
）

選

手

団

紹

介

監
　
　
　
　
叔目
　
大
谷
　
正
三

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
住
吉
　
勝
則

◆
前
半
の
部

野
尻
　
卓
郎
　
真
井
　
裕
子

野
尻
　
英
樹
　
大林
　
　
涼
子

利
道
　
誠
和
　
森
　
健
史
郎

鞭
馬
　
講
二
　
住
吉
　
美
咲

木
賞
　
陽

一

◆
後
半
の
部

田
所
裕

一
郎
　
住
吉
　
昭
則

本
田
享
士
朗
　
楢
木
野
秀
徳

田
上
　
悟
人
　
宇
藤
　
康
博

井
上
　
孝
史
　
宇
藤
真
奈
美

津
留
　
　
誠
　
　
　
　
　
　
．

◆
補
員竹

内
　
辰
三

一ヽ

―

　
　
　
　

ヨ
一

↓
４
Ｈ
〃
　
　
　
　
を
寺

甲
斐
　
裕
輔

田
上
　
雄
基

宇
藤
亜
里
沙

野
尻
　
健
司

肥

・
後
　
狂
　
句
　
　
　
　
　
滲相
　
月

召
し
ま
せ
花
を
　
小
声

で
添
え
る
花
言
葉

お

こ
な
え
ん
　
我
が
家

の
花

じ
ゃ
足
ら

っ
さ
ん

保
自
曰
こ
帥
稚
圃

０
違
い
…

幼
稚
園
は
幼
児
を
保
育
し
、

適
当
な
環
境
を
与
え
て
そ
の
心

身
の
発
達
を
助
長
す
る

『
教
育

的
』
養
成
施
設
で
す
。

一
方
、
保
育
園
は
保
護
者
の

委
託
を
受
け
て
、
家
庭
に
お
い

て
保
育
が
で
き
な
い
乳
幼
児
を

保
育
す
る

『
福
祉
的
』
養
成
施

設
で
す
。

（阿
蘇
御
神
大
会
）

沐
　
　
不
恙

沐

口
　

一
声

後
藤
　
信
子

佐
藤
　
菫
信

上
丼
カロ
根
女

馬
源
　
馬
笑

坂
口
　
誅
仙

松
野
　
笑
声

渡
辺
　
や云
海

日
本
　
琴
司

相
源
　
白
酔

口
上
黙
公
子

か
山
キ
ヨ
子

橋
本
　
愛
子

浦
塚
　
南
夭

甲
斐
　
尿ヽ
利

甲
斐
し
ず
枝

甲
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
聰

●

●   ●

大戸の口中継所で、 6区区間 3位の宇藤康博さん
から7区 区間賞の井上孝史君にたすき渡 し

(13)

大

会

結

果
岩
下

藤
本

佐
藤

後
藤

鳩
野

住
吉

良
治

　
鳥
の
餌
に
み
か
ん
二
個
林
り
残
す

康
雄

　

落
葉
牧
る
川
は
無
む
に
流
薇
い
く

修

一　
　
悲
喜

っ
ヾ
る
日
誌
終
う
て
年
苦春
ね
る

裕
太

　

無
造
作
に
活
け
あ
る
卓
の
葱
冴
主

博
文
　

幾

つ
か
の
鉢
を
守
う
て
冬
ご
も
り

望

　

借
景
も
思
い
出
の
中
山
眠
る

POETRyPAGE

お
こ
な
え
ん
　
況
の
年
全
当
て
し
と
る

こ
そ
ば

い
か
　
キ不
顔
が
民ヽ
か
て
言

い
な
は
る

お
こ
な
え
ん
　
店
は
立
ち
読
み
客
ば
か
り

爆
発
し
て
　
仮
は
自
分
で
作
ら
な
ん

お
ち
勿
ら
薇
　
説
は
捜
未
あ
き
ら
め
ん

こ
そ
ば

い
か
　
秀
オ
に
な
る
披
露
宴

お
ち
勿
ら
薇
　
地
え
で
残
る
里
程
木

お
こ
な
え
ん
　
仮
時
な
る
と
来
ら
す
客

爆
発
し
て
　
果
は
ど
こ
さ
ん
飛
う
だ
ろ
か

召
し
ま
せ
花
を
　
ま
だ
ま
だ
揃
え
足
ら
ん
図
言

俳

　

　

　

句

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
野

尻

あ
け
び

句

会
）

(4)

該 当 保 育 園 定員 受 付 日 受 付 時 間 受 付 場 所

高 森 保 育 園 90名
1月 16日 (木 ) 9:30～ 15:00 林業総合センター

色 見 保 育 園 20名

草 部 保 育 園 20名 1月 23日 (木 ) 10:00～ 12:00 草 部 保 育 園

草部 北 部保育 園 20名 1月 23日 (木 ) 13:30～ 15:00 草 部 北 部 保 育 園

河原へき地保育園 20名 1月 24日 (金 ) 10:30～ 11:30 河原へき地保育園

野 尻 保 育 園 20名 1月 24日 (金 ) 13:30～ 15:00 朋   遊   館

この子育て支援事業は、従来同一世帯で第 3子以降の 3歳未

満児が保育所に入所 している場合、そのお子さんの保育料を半

額とする事業です。
この事業の要綱が一部改正され、同一世帯から認可保育所に

3人以上同時に入所 している世帯にあっては、 3人 日以降のお

子さんの保育料を全額免除することになりました。

ただし、所得の高い世帯などの児童は対象 とならない場合が

ありますので、詳 しくは保健福祉課福祉係におたずねください。

=

一
ス
世
〓

3人日以降の保管料金額免除1=
熊本県多子世帯子育て

支援事業の要綱改正
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故郷の園児たちヘ 梅香苑からクリスマスフレゼント

も
粗
え
る
作
品
登
場

●   ●

●   ●

12月 20日 、色見保育園にお菓子がたくさん詰

まった段ボール3箱分のクリスマスプレゼン トが

届きました。

これは、色見保育園のある小倉原地区出身で東

京都大田区在住の田上百合子 (旧 姓村上)さ んか

ら、毎年届けられるそうです。

田上さんは 「故郷である色見地区の子どもたち

に喜んでもらえた ら。」との思いからプレゼン ト

を贈るようになられたそうです。

先生から園児一人ひとりにプ レゼン トが手渡さ

れると、子どもたちはまだ見ぬ贈 り主に 「サンタ

さんありがとう」 と言いながら、 うれ しそうには

しゃいでいました。

お菓子がたくさん詰まつた段ボールを前に配られるのを待つ園児

九州大会に向け練習に力が入る菅原君 (右 )と 、
工藤正登君 (同校 1年、高森・森 )。 今回は菅原
君のサポー ト役にまわる工藤君も、 3年の夏には
全国大会出場が目標。

12月 19日 、梅香苑の入苑者代表 2人 とサンタさ

んや トナカイさん、ペンギンさんたちが高森保育

園を訪れ、手作リドーナツをプレゼントしました。

園児たちはちょっと早めのクリスマスプレゼン

トに大喜びで、お返 しにお礼のおゆうぎを披露 し、

サンタさんたちと楽しいひと時を過ごしました。

梅香苑の皆さんは、この後高森幼稚園と色見保

育園にも

プ レゼン

トを届け

ました。

サンタさんたちの登場 (写真上)に大喜びの園児 (写真下 )

最優秀賞の吉良山盛雄さんとその作品

自
己
記
録
の
更
新
が
目
標

重
量
挙
げ
で
九
州
大
会
出
場

菅
原
淳
志
君

（高
森
高
校
１
年
）

高
森
高
校
１
年
の
菅
原
淳
志
君

（高
森

。
昭
和
）
が
、
Ｈ
月
３
日

一
に
開
催
さ
れ
た
熊
本
県
高
校
新
人

大
会
の
重
量
挙
げ

（５６
ｋｇ
級
）
で

一
優
勝
し
、
１
月
１９
日
、
長
崎
県
諌

早
市
で
開
か
れ
る
九
州
大
会
に
出

一
場
し
ま
す
。

県
大
会
で
は
、
ひ
と

つ
上
の
６２

・
ｋｇ
級
の
標
準
記
録
も
超
え
た
菅
原

君
は
、
体
重
を
増
や
し
て
も

っ
と

筋
肉
を
付
け
、
九
州
大
会
で
は
６２

聴
級
に
出
場
す
る
予
定
．

「と
に
か
く
自
己
記
録
を
更
新

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
語
る

菅
原
君
。

コ
ー
チ
で
元
重
量
挙

げ
全
日
本
代
表
の
藤
枝
勇
」
先
生

（色
見

・
戸
狩
）
は
、
「彼
は
ま
だ

１
年
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
伸
び
て

い
き
ま
す
の
で
今
度
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
全
国
大
会
出
場
を
、
そ

し
て
３
年
の
夏
は
全
国
大
会
で
メ

ダ
ル
を
手
に
で
き
る
よ
う
育

っ
て

ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
練
習
場
所
や
道
具
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
を
借
り
物
で
ま
か
な

っ

て
お
ら
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
さ
れ

て
い
ま
し
た
Ｇ

審

　
査

結
　
果
　
（敬
称
略
）

最
優
秀
賞

　
吉
良
山
盛
雄

（河
原

・
味
鳥
）

各
部
門
の
首
席

大
瓢
の
部

　
吉
良
山
盛
雄

中
瓢
の
部

　
佐
藤
　
直
三

大
長
の
部

　
佐
藤
　
直
三

百
成
の
部
　
安
藤
　
幸
之

中
国
瓢
の
部
　

甲
斐
　
康
利

ミ
ニ
瓢
の
部
　
佐
藤

ハ
ル
子

（河
原

。
味
鳥
）

（野
尻

・
河
地
）

（野
尻

。
河
地
）

（津
留

。
上
町
）

（津
留

・
宮
園
）

（津
留

・
山
付
）

物を作る喜びを知ってもらおうと、総合学習の一
環として高森東中学校の 1年生も品評会に参加。

各地区から選ばれた審査員
の皆 さん 5人が、一つひと
つ熱心に審査

(12)(5)
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l
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冒
・

卜
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昨
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∵

雹晟

一魃

高
蝙

】吻
鰤
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濾
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―
一
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冒
■
哺
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・
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ひ
よ
う
た
ん
の
品
評
会

野
尻

・
五
ヶ
所
地
区
愛
瓢
会

１２
月
１０
日
、
ひ
め
ゆ
り
の
里

「朋
遊
館
」
で
野
尻
・
五
ヶ

あ
い
び
よ
う
か
い

所
地
区
愛
瓢
会

（安
藤
幸
之
代
表
）
主
催
の
第
５
回
ひ
ょ
う

た
ん
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
か
け
て
丹
精
に
栽
培
さ
れ
た
ひ
ょ
う
た
ん
、
品
評
会

へ
の
出
展
は
９５
点

。
展
示
に
２９
点
の
力
作
が
勢
揃
い
し
、
各

地
区
を
代
表
し
た
審
査
員
は
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
型

・
肉
厚

等
を
中
心
に
審
査
、
各
部
門
ご
と
に
賞
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
平
年
並
み
と
い
う
出
来
栄
え
の
中
、
「有
機

質
の
堆
肥
を
使
う
な
ど
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま
し
た
」
と

い
う
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
吉
良
山
盛
雄
さ
ん
の
作
品
に
つ
い

て
、
関
係
者
は

「全
国
大
会
に
出
品
し
て
も
は
ず
か
し
く
な

い
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
の
下
旬
頃
に
は
絵
付
け
の
講
習
会
も
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な

っ
て
お
り
、
立
派
な
ひ
よ
う
た
ん
飾
り
が
で
き
そ
う

で
す
。

／
一

顆黎諫躙瞑

=

鶯

・
荀

鰈躙魃

―

‐
‥
‐

■
■
■
一

ユ
■ |

一予
晰

●
●
　
　
・

饉

■
　
　
●
一
１

●
・　
　
・―
■＝

一一一一一一一一一一一一一一一一一一
・・・一一一一一・一一一

―
綸 ,論

隋目蟷
り
■

.■■

■
■

●

■
一
●

i

静  ・ |■

■|‐‐||‐‐|‐‐||||||||||||||||||||||||:||||■



ぁ餞騰1と言L健康講座

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 TEL 6 2-9034

ヽ _´

ぼ ～ス トーブが原因の火事～
1、 周囲の洗濯物等に火がついた。

2、 近 くのカーテンや建具、家具に火がついた。

3、 ヘアスプレー等をス トーブの近 くに置いた ら破裂 した。

4、 給油 していて、こばれた灯油に火がついた。

5、 灯油とガソリンを間違って給油、数分後に出火。

(11)

お
酒
は
薬
そ
れ
と
も
毒
？
　
　
気
に
な
る
子
ど
も
の
飲
酒

「酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
適
正
な
飲
酒
は
血

行
を
よ
く
し
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

て
心
身
の
疲
労
回
復
に
役
立
ち
ま

す
。
し
か
し
、
度
を
超
え
た
飲
酒

は
知
ら
な
い
間
に
脂
肪
肝
↓
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
↓
肝
硬
変

へ
と

進
行
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル

コ
ー

ル
は
意
外

と
高
カ
ロ
リ
ー
食
品
な
の
で
、
肝

臓

へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
健
診
結

果
で
肥
満

・
血
圧
が
高
い

。
高
脂

血
症

・
心
臓
に
異
常
が
あ
る

。
尿

酸
値
が
高
い

。
血
糖
値
が
高
い
な

ど
の
指
摘
を
受
け
た
人
は
、
上
手

な
飲
み
方
を
心
が
け
た
い
も
の
で

す
。さ

ら
に
、
飲
酒
と
喫
煙
を
同

時
に
行
う
人
も
よ
く
見
か
け
ま
す

が
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
タ
バ
コ
に
含

ま
れ
る
発
ガ
ン
性
の
タ
ー
ル
を
溶

か
し
、
体
内

へ
の
タ
ー
ル
の
吸
収

を
促
進
さ
せ
ガ
ン
に
か
か
り
や
す

い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
は
少
量
だ

っ
た
も
の

も
、
徐
々
に
飲
酒
量
が
増
え
、
依

存
性
が
強
く
な

つ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

若
い
こ
ろ
か
ら
飲
酒
を
始
め
る

と
、
早
く
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る

耐
性
が

つ
き
、
大
量
飲
酒
に
つ
な

が
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
小

。
中
学
生
で

６２
％
、
高
校
生
で
７９
％
の
飲
酒
の

経
験
が
あ
り
、
き

つ
か
け
は
親
が

勧
め
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
て
い

ま
す
。
単
な
る
興
味
か
ら
習
慣
化

し
な
い
よ
う
に
皆
で
気
を

つ
け
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①笑いながら共に楽しく飲もう
②自分のペースでゆつくりと
③食べながら飲む習慣を
④自分の適量にとどめよう
⑤週 に 2日 は休月千日を

⑥人に酒の無理強いをしない

⑦くすりと一緒には飲まない

③強いアルコール飲料は薄めて

⑨遅くても夜12時 で切り上げよう
⑩肝臓などの定期検査を

★
適
正
飲
酒
■0
ブ)ヽ
■L
フ甲尋
. 
▲

〕口r

●   ●

●

「
人

権

」

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

べ
　
っ

《
身
の
ま
わ
り
の
差
別

》

親
と
子
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
妻
と

夫
、
き
ょ
う
だ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
の

ま
わ
り
の
人
間
関
係
の
中
で
、
私
た
ち

は
お
互
い
の
人
権
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け

考
え
た
こ
と
が
あ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は

「差
別
」
や

「人
権
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
「自
分
に

は
関
係
な
い
、
何
か
遠
い
世
界
の
こ
と
」

の
よ
う
に
思
い
が
ち
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

実

は
、
親

と

子

の
関
係

だ

け

で

な

く
、
「
い
じ

め

」
「
女

性

差

別

」

「高
齢
者
差
別
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
、
人
権
問
題
に
囲
ま
れ
て
、
私
た

ち
は
生
活
し
て
い
ま
す
。

「身

の
ま
わ
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
間

関
係
に
気
づ
く
か
ど
う
か
」
こ
の
こ
と

こ
そ
が
、
私
た
ち
の
抱
え
て
い
る
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
解
く
大
き
な
カ
ギ
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

●

じ
ゅ
う

み
ん
せ
い
か

つ
か
　
　
ど
う
わ
た

い
さ
く
か
か
り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

住 宅 用 防災機 器 等 を活 用 しま しょう

1、 防炎製品には防炎加工を施した障子紙があります。

2、 安全暖房器具には誤って倒した時に自動的に消火

するもの、異常に過熱 した場合に自動的に消火す

るもの、熱源が露出していないもの等があります。

3、 住宅用火災警報器は火災の際の熱または煙を感

知 し警報音で知らせます。

4、 住宅用スプリンクラーは火災の際の熱を感知し、

水を放出します。
5、 住宅用消火器には 「ス トーブ火災適応」等、適応

する火災の表示マークがついています。

火災をおこさないためには 000

1、 ス トーブの周囲に燃えやすいものやスプレー

缶等を置かない。また洗濯物を千さない。

2、 ス トーブをカーテンや家具に近づけない。

3、 給油は必ずス トーブの火を消 してから行 う。

4、 石油タンクのキャップは閉まっているか必ず

確認する。

5、 点火時に灯油がこばれていないかチェックする。

6、 部屋を離れる時は、ス トーブの火を消火する。

アルコール依存度チェック
当てはまる項目がひとつでもあれば、

アルコール依存症の可能性があります。

□ 1日 の仕事が終わると必ず飲みたくなる。

□ 休日は昼間から飲む。

□ 毎日酒 3合以上飲む。

ロ アルコールを飲まないと寝つけない。

□ 二日酔いで仕事を休んだり、大事な約束を

守らなかったりしたことがときどきある。

□ 酔うと怒 りっぽくなる。

□ 適量でやめようと思いながら、つい酔いつ

ぶれるまで飲んでしまう。

□ 今 日はやめようと思いながら、つい飲んで

しまう。

□ 酒を飲んだ翌朝、前夜のことが思い出せな

いことがある。

□ 周囲から大酒飲みと非難されたことがある。

血中濃度とその状態

血中濃度 (%)
=【飲んだお酒の量 (cc)× お酒の度数 (%)×
0.79(アルコールの度数)】 ÷ 【体重 (g)× 2/3】

〈例〉体重 60k gの 人が、日本酒 8合を急激に飲むこ

とで死ぬ危険性が高くなります。

血中濃度 段   階 状   態

0.02～ 0.04 微酔爽快期 気分 さわやか

0.05ハVO.10 ほろ酔い初期 ほろ酔い気分

0.11～ 0.15 ほろ酔い極期 足元が危なくなる

0.16～ 0.30 酪酎極期 お う吐、千鳥足

0.31ハシ0.40 泥酔期 言動が支離滅裂

昏睡期 死ぬ危険

血中濃度が変化すると、

体の状態はどうなるの

でしょうか ?

と
も
だ
ち
と
　
な
か
よ
く
な
れ
て
　
よ
か
っ
た
ね

高
森
小
学
校
１
年
　
み
も
り
　
ひ
ろ
み

け
が
し
た
と
き
　
た
す
け
て
く
れ
た
　
お
と
も
だ
ち

高
森
小
学
校
１
年
　
す
み
よ
し
　
み
れ
い

助
け
合
い
Ｏ
Ｋ
　
見
て
見
ぬ
ふ
り
Ｎ
Ｏ

草
部
南
部
小
学
校
５
年
　
都
　
雄

一

わ
た
し
な
ら
　
助
け
て
あ
げ
る
　
見
て
す
ぐ
に

草
部
南
部
小
学
校
５
年
　
岡
本
　
美
寿
紀

な
か
ま
は
ず
れ
に
　
さ
れ
た
ら
　
い
い
か
え
す

高
森
東
小
学
校
３
年
　
二
子
石
　
公
助

と
も
　
　
　
　
　
　
ひ

と

り

友
だ
ち
を

一
人
ぼ

っ
ち
に
し
な

い
で

あ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

　

し
あ
わ

い
っ
し
よ
に
遊
ぶ
と
　
そ
の
人
も
幸
せ

高
森
東
小
学
校
３
年

ひと
り
　
ひと
り
　
　
　
　
じ
ん
け
ん　
　
　
　
た
いせ
つ

一
人

一
人
の
　
人
権
を
　
大
切
に

草
部
中
学
校
３
年
　
川
部
　
靖
彦

ひ

と

り

二
人
ば

っ
ち
に
し
て
は
ダ
メ

草
部
中
学
校
３
年
　
工
藤
　
真
実

と
も
だ
ち

友
達
を

ユ
川型

あ

そ遊
ば
う
よ

み
さ
き

(高森町人権啓発フェスティ

バル啓発標語の中から)

い

っ
し
ょ

み
ん
な
で

一
緒
に

(6)

修

ア
ル
コ
ー
ル
を

楽
し
む
た
め
に

年
末
年
始
と
、
何
か
と
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な

っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
体
の
調
子
は
い
か

が
で
す
か
？

近
年
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
肝

障
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
町

で
も
、
健
診
の
結
果
約
１
割
の
人

に
ア
ル
コ
ー
ル
性
と
思
わ
れ
る
肝

障
害
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？

じ

ん

　

け

ん

0.41^VO.50

災選警1錦
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手づく-1)あや,つ

～ゆずのマーマレートケーキ～

□材料 (ケーキ型 1個分 )

小麦粉150g。 ベーキングパウダー小さじ 1

・バター50g。 牛乳大さじ 1・ 卵 3個 。砂

糖80g。 ゆずのマーマ レー ド大 さじ3・

アーモンドスライス適量

□作り方

①小麦粉とベーキングパウダーをよく混ぜ、
ふるっておく。バターと牛乳は合わせて溶か

しておく。②ボウルに卵を溶き、砂糖を加え

泡だて器でよく混ぜあわせる。③②に①を入
れよく混ぜる。④天板にアルミをしき油を薄
くひいて③のケーキ種を流す。⑤ゆずのマー
マレー ドを④の上に流しスライスアーモン ド
をのせ、200度 のオーブンで25分焼く。

食生活改善推進員
鳩野 あつ子さん (昭和)の作品

お酒はほどほどであれば、ス トレス解消や食欲増進、

疲労回復など健康づくりに役立ちますが、ついついア

ルコールは毎 日、とい う人はせめてつまみに気を配 り

たいものです。いちばんのおすすめは豆腐です。良質

のたんぱく質をたっぷ り含んでいるため、肝機能を高

める効果が期待できます。冬は湯豆腐や煮奴などをメ
ニューに加えて見ましょう。

.蟷躙粽輻 躙鰊

スマートライフで

冬もあつたか

高森警察署 TEL 6 2-0110

～ 適切な 「110番」通報にご協力を～

●   ●

●   ●

110番は「緊急を要する事件・事故専用の電話」

です。

県内の 110番通報は、熊本県警察本部の通信

司令室で受理され、通報内容は直ちに無線によっ

て管轄の警察署、パ トカーなどに指令されます。

●ひったくりなど路上で被害にあった時は、犯

人逮捕や被害回復のために素早い通報が一番大

切です !た めらわずに 110番通報 しましょう。

● 110番は 1分 1秒を争 う事件 。事故のために

24時間回線を開いています。

いたず ら電話は絶対におやめください !ま た、

最近では 「相談や問い合わせのための電話」が

増えています。中には個人経営のお店の電話番

号を尋ねられる方もお り、緊急な事件への対応

を遅らせる結果になります。

●何があったのですか ?

火事、ひったくり、ケンカ、交通事故など

●犯人は ?

犯人の人数、服装、逃走方向、車のナンバーなど

●いつ ?

たった今、5分前など

●どこで ?

○○学校の前、○○スーパー横、○○交差点など

●どうなっているの ?

けが人はいるか、被害者はどうしているかなど

●あなたはつ

住所、氏名、電話番号など

ニ ン

(10)

警察には、相談ごとのために専用の回線を設けています。プッシュ

式電話を「♯9110」 と押すと、警察本部「警察安全相談コーナー」
の係官が、直接あなたからの相談を受けます。

ご相談の内容に応 じて管轄警察署等 と協力 して必要な措置を

行ったり、関係行政機関等への紹介や引き継ぎなどを行っています。

第15口「新酒とふるさとの味まつり」のお知らせ

早春のたかもりの大イベン ト「新酒とふるさとの味まつり」が 2月 8日 のオープニングを皮切 り

に 3月 9日 のラス トメインイベン トまでの lヶ 月間開催されます。期間中は、町内の飲食店や宿泊

施設でオ リジナルおすすめ一品料理や期間限定寒造 り新酒がお召し上がりになれます。 (有料 )

新酒と食の夜なべ暖義とイベン トの紹介

① 2月 8日 (土)(15:50～ 南阿蘇鉄道利用)オ ープニングセ レモニー イベン ト列車・伝統芸能等

、

一

′

電気こたつ
敷き布団 と上掛 け布団を

セ ッ トで使いま しょう。す

きま風 と床への放熱 を防ぐ

のに効果があ ります。

電気 こたつは、熱いと感

じるほどでは暖 めすぎです。

温度調節を低めに設定 して、

電気カーベット
団らんのスペースに合っ

たサイズを選び、人のいな
い部分はスイ ッチをオフに。

カーペ ットを床に直接使

うより、カーペ ットと床の

間に断熱マットを敷いて使っ

たほうが、暖房効率がアッ
プします。

直接触れる時間が長いので、温度設定を高 くして
いると、低音やけどをして しまう可能性があ ります。
低音やけどを防ぐ意味でも、温度設定はなるべ く低
めに設定 しましょう。

暖めすぎないよ うにしま しょう。 ② 2月 8日

③ 2月 15日

④ 2月 22日

⑤ 3月 1日

⑥ 3月 2日

⑦ 3月 8日

③ 3月 9日

(18:30～ 田楽奥阿蘇)「囲炉裏と新酒のタベ」

(18:00～休暇村南阿蘇)「ステーキ食べ放題」

(18:00～かすい)新酒 !やまめ !高森にわか !

(18:00～高森田楽村)「郷土芸能 と炭火の夜」

(12:00～花門)「懐かしい…。おふくろの味」

(17:30～ 山見茶屋)「大豆と薬膳まつ り」

(12:00～ 15:00 高森駅前公園 )

ラス トメインイベン ト

高森伝統芸能・郷土創作料理実演販売、町の

特産品 。阿蘇あか牛の丸焼き等々盛 りだくさ

んです。

■詳 しいお問い合わせは 高森町観光協会 ■L62-2233

(土 )

(土 )

(土 )

(土 )

(日 )

(土 )

(日 )

エアコン/フアンヒーター
暖房の温度設定の目安は

20℃。暖めすぎて半袖にな

るなど、極端な使い方にな

らないようにしま しょう。
20℃ ぐらいの温度でも、上

着を 1枚増やせば快適です。
窓際に丈の長い厚手のカ

―テンをかければ、冷気の進入 も防ぐことができ、
暖房効率が良くな ります。また、電気カーペ ッ トを

併用すると、室温が低くても快適です。

温葉
は

ら
マ

毅

屋
が
・

■
■
■
ト

(7)

1日のお酒の適量を知ろう

。日 本 酒 な ら

・ビ ー ル な ら

・ウイスキーなら

1合 (180ml)200kcal

中 ビン 1本 (500ml)195kcal

シングル 2杯、、ダブル は 1杯

(60ml) 158kcal
コ ップ 1杯 (6:4の お湯割 り)

150kcal

2杯弱 (ワ イ ングラス 120ml)

150kcal

焼 酎 な ら

。ワ イ ン な ら

「つまみ」を食べながら飲もう

つまみには、たんぱく質とビタミンB群の豊富な食品を。

(レバーや豚肉、魚介類、チーズ、野菜のごま和え、野

菜の卵とじなど)

'i1!,*r it.

|タ

″

・■■‐

Ｐ
　
く

栄書士のいただきまウ

良質のたんぱく質で

肝機能アップ !

■|‐

‐||  .‐提 |

イベント列車

11110番は緊急通報の専用電話回線 |ま|ず、1落ち着もヽて■ |
間がれたことに答えましなう

警察相談専用電話・■ 9‐ ■1110
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来
月
か
ら
　
税
の
申
告

準
備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

申
告

（納
税
相
談
）
の
日
程
表
は
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
や

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
中

（平
成
１４
年
１
月
１
日

か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
）
の
収
入
に
よ
る
所

得
税
、
贈
与
税
な
ど
の
国
税
と
、
県
民
税
、

町
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税

の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
申
告
は

一
括
で
行

っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
所
得
金
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
申

告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
や
扶
養
証
明
が
発
行
さ
れ
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
税
の
控
除
が
み
と
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
不
利
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
告
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
自
営
業
の
方

▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者

▼
年
金
、
不
動
産
所
得
、
利
子
、
配
当
な
ど
が
あ
る
方

▼
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
給
与
等
以
外
の
収
入
が
あ
る
方

▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年
１
月
１
日
現
在
で
就
職
し
て
い
な
い
方

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
世
帯
の
方
で
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る
方
は
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
税
務
署
　
　
ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
，
０
５
５
１

役
場
　
税
務
課
　
ｈ
６
２

‐
１
１
１
１

（内
線
１
６
４
）

税
の
申
告
に
備
え
て

◆
保
険
料
の
領
収
証
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
年
に
納
付
し
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

税
の
申
告
の
際
に
は
、
そ
の
年
に
納

付
し
た
保
険
料
の
総
額
を
該
当
す
る
欄

に
記
入
す
る
だ
け
で
、
本
来
は
国
民
年

金
保
険
料
領
収
証
の
添
付
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
納
付
し
た
保
険
料

の
額
の
確
認
の
た
め
領
収
証
の
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

領
収
証
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

な
お
、
平
成
１４
年
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
保
険
料
額
は
、

定
額
保
険
料
　
　
１
万
３
３
０
０
円

ｌ
ヵ
月
分

　
付
加
保
険
料
　
　
　
　
　
４
０
０
円

毎
年
、
所
得
税
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
に
な
る
と
、
希
望

者
に
対
し
て

「国
民
年
金
保
険
料
納
付
証
明
書
」
を
毎
年
発
行
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
平
成
１４
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
先
が
市
町
村
か
ら

国

（社
会
保
険
庁
）

へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
町
村
で
は

「納

付
証
明
書
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

税
の
申
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
１４
年
１
月
以
降
１２
月
ま
で
に
、

実
際
に
納
付
し
た
金
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収
証
及
び
口
座
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
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民
生
活
課
　
国
民
年
金
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」旨
月計 項

返品等の処理は正しくしてありますか。諸 材 料 費

修   繕   費 増築・拡張・用途変更のための模様替等のいわゆる資本的支出分は差 し引きましたか。

ただし10万 円未満は必要経費です。動力・光熱費、家事分は含まれていませんか。

上同作 業 衣 料 費

販 売 金 額

1概算払金は計上 してありますか。

2農協等の預金振込や入金の処理は正 しくされてますか。

3売掛金は正 しく計上されてますか。

4共販以外の庭先・市場販売等の計上漏れはありませんか。

5雑収入は計上してありますか。 (含消費税 ) 農 業 共 済 掛 金 王命
:フ
平朝罹ドと「E:宅に係る建物更生共済の掛金が含まれていませんか。確定申告書の所得

控除欄で別途控除します。

減 価 償 却 費 耐用年数を経過 した資産はあ りませんか。正 しく計算されていますか。

収入金を手数料差引で計上 している方は、その手数料は計 Lで きません。

できるだけ総額主義で計上 して ください。

荷 造 運 賃 手 数 料

額

額

金

金

費

費

当
口

）自
¨

事

業

家

事

1期首の棚卸品の消費が漏れてませんか。本年生産物の数量 。家事消費単価は正 しいですか。

2現物で経費等を支払った農産物は計上されてますか。

3生産 した農産物の家事・事業消費は計上されてますか。

4自 家用そ菜は計 Lさ れてますか。

雇   人   費 雇われた方の住所 。氏名又は領収証はありますか。また、源泉所得税がかかる人はいませんか。

1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2返済の元金は含まれていませんか。

利 子 害ll り1 料

1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2現物で支払った方は収入金の事業消費金額に計上されてますか。

地 代・ 賃 借 料

雑   収   入

1農産物の被害等による共済金・ リベー ト・事業分量分配金、各種補填金等の収入が漏れて

いませんか。

2事業用資金の利子が含まれていませんか。

3土地や建物の売買代金や貸付料が含まれていませんか。

t地 改 良 費 永久資産の取得に対応する部分の除外は適正になされていますか。期 首 前年の期末棚卸高 と 一致 していますか。の

音回

物

日生世

産農

棚 期 末 1数量
~T軍

面蔵正
~し

いです¬ヽ
~

2期首数量+生産数量―家事 。事業消費数量=期末棚卸数量にな りましたか。

そ の   他 1前払・未払の計算は適正になされていますか。

2接待交際費の家事分 (冠婚葬祭等)は含まれていませんか。

前年の期末の棚卸高 と一致 してますか。期 首計ト 記載漏れ 。計算誤 りがないか再度検討 しましたか。

期末 数量・単価は正しいでしょうか。

農料勿炒|の

一日
″
Ｉ棚租 税 公 課 1家 事費である所得税・住民税・健康保険税等の税金が含まれていませんか。

2固 定資産税の うら家事分のあん分計算は適正になされていますか。

種    苗   費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

経 費 か ら 差 引 く

牛 馬・ 果 樹 等 の

育 成 費 用

育成 している果樹・畜産等の本年取得費 (種苗費・種付費・素畜費)と 育成費用

(定植費・肥料費・農薬費・飼料費)が計 Lさ れていますか。 (成熟時の時価では計 上できません )

素   畜   費 同 上

専 従 者 給 与 源泉徴収は正 しく行われていますか。肥    料    費 返品等の処理は正 しくしてありますか。

育成費用又は棚卸品に したものは分か りますか。飼 料    費

農   具   費 1個又は 1組の取得価格が 10万 円以 Lの ものが含まれていませんか。

青 色 申 告 控 除

もうすぐ申告

間違えやすい要点をチェック !
農業申告決算書 チェックシー

■

ト
不明な点や詳 しいことは・・・税務課・町民税係

まで、お気軽にどうぞ。 62-1111内 線 164番

●   ●

最高 10万 円です。復式簿記 で貸借対照表を提出する人は最尚 55カ 円です。投 1分 は4ヽ動産所得 の

ある人は不動産所得か ら控除 します。

農 薬 衛 生 費 返品等の処理は正 しくしてありますか。

(9) (8)
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